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1911年 11月号附録、 87頁。その結果、 f康有為
-~聞の生首J と引き替えに、李鴻章と孫文の合作
が謀られたとの記述も為されることとなる(r柏
原文太郎伝JW続対支回顧録』下、 651頁、など)。
しかし、 『孫中山年譜長編』の編者は見識を持っ
て f不知平山周所拠J(206頁)と指摘している。
(40)平山は後の文章で、 「横浜に在る康有為の徒、
孫の徒は真に康を殺すの意あるものと信じ、之を
康に電致せりJと、それが誤解に基づくものとの
理解を示す、逆の記述もしている。
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